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	◆日時 　2026年5月12日（火)
	◆実施目的と概要
	◆レポート      　どの国や地域にも、それぞれの「くらし」があり、日々の営みの中で形づくられています。本取組では、日本でトラブルが生じやすい住居に着目し、その背景にある生活習慣や文化の違いを理解することを目的に、留学生が母国の住環境や生活様式を紹介しました。 ミャンマー、中国、インドネシア、ペルー、ラオス出身の留学生が、写真を交えて住まいの使い方やごみの出し方などを発表しました。日本とは異なる住居空間の使い方や、入浴習慣、ごみ分別の違いなどが示され、「あたりまえ」の違いへの理解が深まりました。 本取組を通じて、多文化理解をさらに深め、今後の住まいや地域づくりに活かしていきます。






